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謹
賀
新
年

本
年
も　

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

◎
年
賀
状
住
所
・
最
後
の
数
値

年
賀
状
の
住
所
に
、
マ
ン
シ
ョ

ン
名
が
書
い
て
な
く
て
も
、
マ
ン

シ
ョ
ン
で
あ
る
と
お
お
よ
そ
見
分

け
ら
れ
ま
す
。

皆
様
も
よ
く
ご
存
知
の
よ
う

に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
専
有
部

分
の
住
宅
に
住
戸
番
号
を
付
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
所
の
最
後
の
数
値
（
丁-

番

-

号
の
後
、
一
部
二
個
の
数
値
の

後
）
が
、
三
桁
か
四
桁
で
あ
れ

ば
、
階
数
と
号
室
の
住
戸
番
号
が

わ
か
り
ま
す
。

私
は
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
三
十
四

年
で
す
。
最
初
は
、
九
文
字
の
マ

ン
シ
ョ
ン
名
も
書
い
て
い
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
も
、
相
手
も
面
倒
で

す
か
ら
十
五
年
前
か
ら
書
く
の
を

止
め
ま
し
た
。

わ
が
国
の
マ
ン
シ
ョ
ン
戸
数

は
、
三
十
数
年
前
の
三
万
戸
か
ら

年
々
増
加
し
て
五
○
○
万
戸
を
超

え
ま
し
た
。
当
然
、
総
人
口
の
約

十
％
、
い
い
か
え
れ
ば
十
人
に
一

人
が
マ
ン
シ
ョ
ン
住
人
で
す
。
首

都
圏
で
は
四
人
な
い
し
七
人
に
一

人
が
マ
ン
シ
ョ
ン
住
人
で
す
。

ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
化
率
（
総

世
帯
数
に
占
め
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
戸
数
の
割
合
）
を
東
京
カ
ン
テ

イ
が
発
表
（
参
考
資
料
か
ら
）。

全
国
は
約
１１
％
。
大
都
市
圏
の
都

道
府
県
の
率
（
約
％
）
は
平
均
よ

り
当
然
大
き
い
。
東
京
２３
、
神
奈

川
２０
、
兵
庫
１７
、
大
阪
１７
、
千
葉

１５
、
埼
玉
１４
。

最
近
、
郊
外
の
友
人
が
都
内
の

マ
ン
シ
ョ
ン
に
転
居
し
た
と
連

絡
。
そ
の
う
ち
に
訪
ね
る
予
定
。

さ
て
、
皆
様
は
学
校
、
職
場
、

団
体
な
ど
の
名
簿
を
お
持
ち
で
し

ょ
う
。
卒
業
年
次
別
、
地
域
別
な

ど
限
定
条
件
の
も
と
で
、
マ
ン
シ

ョ
ン
住
人
の
割
合
を
計
算
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

そ
の
数
値
を
も
と
に
マ
ン
シ
ョ

ン
の
役
割
を
時
期
・
場
所
別
に
検

討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
正
月　

管
理
の
新
し
い
活
動

昨
年
の
十
一
月
、
築
三
十
四

年
、
百
戸
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
臨

時
総
会
を
開
催
。
高
齢
化
と
賃
貸

化
が
進
み
、
二
十
数
年
の
自
主
管

理
で
は
不
十
分
。
そ
こ
で
、
管
理

の
基
本
を
改
革
す
る
議
案
二
件
を

審
議
。
予
想
外
の
賛
成
多
数
で
可

決
。
討
論
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

反
対
者
か
ら
、『
専
門
委
員
会

設
置
の
議
案
は
、
理
事
会
で
良
く

勉
強
し
て
か
ら
。
ま
だ
勉
強
が
足

り
な
い
』
さ
ら
に
『
議
案
の
採
決

を
や
め
な
い
か
』
と
不
穏
当
な
意

見
が
で
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
理
事
は
説
明

し
、
賛
成
者
が
反
論
し
、
反
対
者

を
説
得
し
ま
し
た
。

『
良
く
勉
強
せ
よ
と
い
わ
れ
て

も
、
現
在
の
理
事
は
限
界
と
い
っ

て
い
る
。
管
理
を
勉
強
し
て
い
る

組
合
員
で
専
門
委
員
会
を
つ
く
る

の
は
当
然
で
す
』

『
修
繕
の
専
門
委
員
会
は
、
立

ち
上
げ
の
段
階
か
ら
設
置
し
て
き

た
。
管
理
の
委
員
会
設
置
も
同

じ
』
さ
ら
に
『
総
会
で
組
合
員
の

議
決
権
行
使
を
無
理
に
拒
む
こ
と

は
で
き
な
い
』

昨
年
末
、
専
門
委
員
会
は
設
置

さ
れ
、
正
義
と
希
望
を
も
っ
て
、

新
年
早
々
か
ら
新
し
い
活
動
を
始

め
て
い
ま
す
。
外
部
の
有
識
者
や

関
係
機
関
と
も
良
く
相
談
し
、
良

い
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
努
め
る

で
し
ょ
う
。

な
お
、
組
合
員
が
『
管
理
は
わ

が
こ
と
』
と
関
心
を
も
つ
よ
う
に

情
報
公
開
は
必
要
で
す
。

◎
牛
歩
で
も
、
実
り
あ
る
年
を

毎
年
、
四
百
通
近
い
年
賀
は
が

き
を
差
し
出
し
ま
す
。
そ
の
大
半

は
年
一
回
の
通
信
で
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
の
あ
と
に
、
近

況
を
簡
単
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

『
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
三
十
四
年

（
七
階
建　

百
戸
）
最
近
、
気
に

な
る
高
齢
化
・
賃
貸
化
に
そ
な

え
、
良
好
な
住
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
管
理
法
を
変
革
中
で
す
』

正
月
は
、
恒
例
ど
お
り
人
生
を

振
り
返
り
、
新
年
に
そ
な
え
ま

す
。
そ
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

世
界
恐
慌
の
前
年
、
昭
和
三
年

生
ま
れ
、
幼
少
時
代
は
ひ
弱
で
し

た
。
運
動
は
ダ
メ
、
く
や
し
い
。

そ
こ
で
、
小
学
四
年
の
と
き
、
牛

で
田
を
鋤
い
た
。
上
級
生
か
ら
大

根
（
あ
だ
名
）
す
ご
い
と
褒
め
ら

れ
、
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

牛
（
丑
）
は
今
年
の
干
支
、
大

好
き
な
動
物
。
今
は
、
役
牛
で
な

く
、
肉
牛
や
乳
牛
の
時
代
で
す
。

戦
後
は
、
ひ
ど
い
食
糧
不
足
の

時
代
で
し
た
。
大
学
・
現
地
で
十

四
年
間
、
開
墾
・
干
拓
農
地
の
土

づ
く
り
を
研
究
。
食
糧
も
増
産
さ

れ
、
食
生
活
も
変
化
し
て
、
米
が

過
剰
に
な
り
、
遂
に
転
職
。

『
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り

る
覚
悟
』
で
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
研
究

所
へ
。
三
十
年
間
、
土
の
研
究
を

担
当
し
ま
し
た
。
高
度
経
済
成
長

の
時
代
に
は
公
害
が
発
生
し
、
環

境
問
題
は
社
会
的
に
非
常
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
騒
音
・
振
動
・
地
盤

沈
下
な
ど
建
設
公
害
の
な
い
地
盤

掘
削
の
技
術
を
開
発
。

ま
た
、
河
川
や
海
は
汚
染
さ

れ
、
死
ん
で
い
ま
し
た
。
水
銀
や

Ｐ
Ｃ
Ｂ
で
汚
染
さ
れ
た
ヘ
ド
ロ
を

浚
渫
無
害
化
す
る
技
術
を
開
発
。

大
気
、
水
の
汚
染
防
止
・
浄
化

対
策
は
効
果
を
あ
げ
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
工
場
な
ど
の
跡
地
の
土
壌

は
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

も
、
土
壌
環
境
の
浄
化
技
術
の
顧

問
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の

活
動
も
。
た
と
え
牛
歩
で
も
、
実

り
あ
る
年
を
め
ざ
し
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
総
合
研
究
所
理
事
長

喜
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大
三


